
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
は
昔
か
ら
信
濃
川
、
阿
賀
野
川
、
最
上
川
、
雄
物
川
な
ど
日
本
海
に
そ
そ
ぐ
川
の
下
流
地
域
に
流
行
す
る
病
気
と
し
て
恐
れ

ら
れ
て
き
た
。
こ
の
病
気
は
春
に
雪
ど
け
水
が
洪
水
を
お
こ
し
、
そ
の
流
れ
去
っ
た
あ
と
、
土
砂
の
堆
積
地
で
農
作
業
な
ど
を
し
た
者
に
発
生

す
る
病
気
で
あ
る
。
流
行
地
で
は
こ
の
病
気
を
媒
介
す
る
小
さ
い
虫
を
ツ
ツ
ガ
ム
シ
、
あ
る
い
は
色
の
赤
い
と
こ
ろ
か
ら
ア
カ
ム
シ
、
ま
た
洪

水
に
よ
る
堆
積
物
に
よ
っ
て
で
き
た
川
の
中
の
島
に
い
る
虫
と
い
う
意
味
で
シ
マ
ム
シ
と
言
い
、
そ
れ
に
さ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
病
す
る

（
一
）

と
考
え
て
い
た
。
本
病
に
つ
い
て
は
北
陸
や
東
北
地
方
に
は
昔
か
ら
多
く
の
記
録
が
あ
る
。

ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
の
病
原
が
リ
ヶ
ッ
ッ
ィ
ァ
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
長
与
又
郎
ら
で
、
一
九
三
○
年
ウ
サ
ギ
の
前
眼
房
内
に
病
毒

（
一
一
）

を
接
種
し
て
病
原
体
を
確
認
し
、
罰
鳶
風
営
画
・
ミ
ミ
負
罫
と
命
名
し
、
一
九
三
一
年
四
月
日
本
病
理
学
会
総
会
に
発
表
し
た
。

明
治
期
の
新
潟
県
に
お
け
る
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
の
研
究
と
医
療
に
つ
い
て
は
小
林
清
之
進
が
「
若
虫
病
調
査
ノ
沿
革
」
（
以
後
「
沿
革
」
と
略

（
一
二
）

称
す
る
）
を
書
い
て
い
る
の
で
こ
れ
を
参
照
す
る
こ
と
に
す
る
。
記
録
の
上
で
は
県
が
調
査
を
始
め
た
の
は
一
八
七
六
年
（
明
治
九
）
か
ら
の

６
』
』
〃
し
ｑ
Ｊ
・
口
剤
ｐ
〃
ｌ
』
Ｂ
エ
ー
」
、
山
Ｕ
口

同
年
（
一
八
七
六
）
七
八
月
ノ
頃
ト
覚
シ
。
若
虫
病
発
生
ノ
時
期
一
一
際
シ
、
仮
病
院
ヲ
古
志
郡
黒
津
村
一
一
設
置
シ
、
一
面
患
者
ヲ
治
療
セ
シ

（
四
）

メ
、
一
面
病
原
ノ
探
知
二
従
事
セ
シ
メ
タ
リ
。
此
際
外
人
ヘ
ー
デ
ン
氏
モ
来
リ
テ
患
者
ヲ
診
療
セ
ラ
レ
タ
ル
ガ
如
シ

と
。
黒
津
村
は
長
岡
の
南
約
六
キ
ロ
、
信
濃
川
本
流
の
東
岸
に
あ
る
。
こ
の
時
オ
ラ
ン
ダ
医
師
ヘ
ー
デ
ン
が
黒
津
村
に
出
張
し
た
こ
と
は
、
仮

よ
う
で
あ
る
。
「
沿
革
」

同
年
（
一
八
七
六
）

Ｅ
・
ベ
ル
ヅ
と
ヅ
ヅ
ガ
ム
シ
病

こ

唖
碑
纒
樫
琴
群
誌
雫
罐
一
計
廻
捲
埠
垂
雷
昭
和
六
十
三
年
二
月
八
日
受
付

安
井
広
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（
七
）

梛
野
直
（
一
八
四
二
年
’
一
九
一
二
年
）
は
適
塾
、
長
崎
精
得
館
出
身
、
の
ち
長
岡
病
院
長
と
な
り
、
軍
医
で
あ
っ
た
。

梛
野
は
一
八
七
七
年
十
二
月
に
陸
軍
軍
医
総
監
松
本
順
宛
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
研
究
に
つ
き
建
議
し
て
い
る
。
こ
の
建
議
文
は
一
八
七
八
年
六
月

五
日
発
行
『
東
京
医
事
新
誌
』
二
○
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
大
要
は
新
潟
県
信
濃
川
沿
岸
に
ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
さ
さ
れ
て
発
病
す
る
者
、

（
八
）

そ
の
た
め
死
亡
す
る
者
が
多
い
。
本
年
は
じ
め
て
そ
の
形
体
を
発
見
し
た
。
宮
城
、
福
島
、
青
森
、
山
形
等
の
諸
県
に
毛
ダ
ニ
と
い
う
も
の
が

あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
同
種
の
毒
虫
だ
と
思
う
。
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
の
本
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
「
今
後
屯
兵
野
営

ノ
障
害
ヲ
除
キ
、
東
北
国
耕
民
ノ
幸
福
ヲ
達
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
の
で
、
来
年
第
二
軍
管
徴
兵
随
行
医
官
に
指
示
願
い
た
い
と
い
う

同
年
八
月
十
六
日
長
岡
病
院
副
医
長
梛
野
直
、
黒
津
村
仮
病
院
並
一
一
近
傍
医
師
診
療
ノ
患
者
ヲ
巡
回
診
療
シ
テ
…

同
年
九
月
中
、
黒
津
村
仮
病
院
一
一
於
テ
死
亡
シ
タ
ル
患
者
ニ
シ
テ
…
二
名
ノ
屍
体
ヲ
、
遺
言
一
一
因
り
執
レ
モ
長
岡
病
院
二
於
テ
解
剖
シ
…

と
あ
る
。
川
上
清
哉
（
一
八
五
四
年
’
九
五
年
）
は
当
時
二
十
四
歳
で
東
京
大
学
医
学
部
学
生
で
あ
る
が
、
医
師
と
あ
る
の
で
す
で
に
そ
の
資

格
を
得
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
川
上
は
大
学
を
中
退
し
て
い
る
が
、
一
八
九
三
年
に
私
財
を
な
げ
う
っ
て
私
立
新
潟
県
志
虫
研
究
所
を
設
立
し

（
四
）

病
院
で
撮
影
し
た
写
真
が
現
存
し
て
お
り
、
、
ヘ
ル
ツ
の
論
文
に
「
新
潟
に
雇
わ
れ
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
が
三
度
こ
の
病
気
を
研
究
し
よ
う

と
し
た
が
、
予
期
せ
ぬ
困
難
に
出
あ
い
断
念
し
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
予
期
せ
ぬ
困
難
と
は
、
ゞ
ヘ
ル
ツ
自
身
も
経
験
し
て
い

（
五
）

る
が
、
患
者
が
外
国
人
に
診
療
さ
れ
る
の
を
い
や
が
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
の
年
の
夏
。
ヘ
ル
ツ
は
新
潟
県
を
旅
行
し
て
い
る
の
で
、
ツ

ツ
ガ
ム
シ
病
の
こ
と
を
聞
き
知
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
一
ハ
）

た
と
い
う
。

七
月
二
十
一
日
ヲ
期
シ
、
古
志
郡
黒
津
村
一
一
仮
病
院
ヲ
設
ヶ
、
患
者
ノ
治
療
一
一
従
事
セ
シ
メ
…
長
岡
町
医
師
川
上
清
哉
ヲ
担
当
医
ト
ナ
シ
＠
．

同
年
八
月
十
六
日
、
黒
津
村
仮
病
院
一
一
於
テ
患
者
ノ
創
口
治
療
ノ
際
小
虫
ヲ
発
見
シ
、
鏡
検
ノ
結
果
本
病
ノ
原
因
ナ
ラ
ン
ト
テ
之
ヲ
報
告
セ

「
沿
革
」
一
八
七
七
年
に
は

リ
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も
の
で
あ
る
。
『
東
京
医
事
新
誌
』
に
載
る
こ
の
文
は
「
陸
軍
本
病
院
録
事
」
と
あ
っ
て
建
議
文
の
終
わ
り
に
梛
野
直
の
氏
名
を
記
す
が
、
こ

れ
に
続
い
て
掲
載
す
る
「
新
験
毒
虫
考
説
」
に
は
筆
者
の
名
を
見
な
い
。
こ
の
「
新
験
毒
虫
考
説
」
の
文
は
同
誌
二
○
’
二
二
号
ま
で
三
回
に

わ
た
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
も
筆
者
の
名
は
な
く
、
「
陸
軍
本
病
院
録
事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
陸
軍
本
病
院
録
事
」
の

意
味
が
明
ら
か
で
な
い
が
建
議
文
に
続
く
も
の
で
あ
る
か
ら
梛
野
の
文
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
文
に
は
ダ
ニ
の
図
も
付

し
、
近
代
医
学
の
立
場
か
ら
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
に
つ
い
て
記
し
た
最
初
の
文
献
で
あ
る
。
こ
こ
に
え
が
か
れ
て
い
る
ダ
ニ
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に

記
し
た
「
沿
革
」
の
一
八
七
七
年
八
月
十
六
日
の
記
事
か
ら
川
上
清
哉
が
発
見
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
同
日
梛
野
も
同
所
を
巡
回
診
療
し

て
い
る
の
で
こ
れ
を
見
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ま
た
九
月
に
は
剖
検
記
事
が
載
っ
て
い
る
が
、
「
長
岡
病
院
二
於
テ
解
剖
シ
」
と
あ
る
だ

け
で
執
刀
者
の
名
を
記
し
て
い
な
い
。
梛
野
は
長
岡
病
院
に
勤
務
し
て
お
り
、
川
上
よ
り
十
二
年
年
長
な
の
で
あ
る
か
ら
梛
野
の
執
刀
が
考
え

ら
れ
る
が
、
ゞ
ヘ
ル
ツ
の
文
で
は
川
上
が
解
剖
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
時
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
に
つ
い
て
は
こ
の
二
人
が

研
究
し
て
い
た
こ
と
が
そ
の
後
の
記
録
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

さ
き
に
記
し
た
よ
う
に
『
東
京
医
事
新
誌
』
に
載
る
「
新
験
毒
虫
考
説
」
に
は
筆
者
の
名
が
な
く
、
梛
野
直
の
名
で
な
さ
れ
た
建
議
文
に
続

き
、
「
陸
軍
本
病
院
録
事
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
梛
野
は
軍
医
で
あ
っ
た
が
川
上
は
そ
う
で
な
く
、
そ
の
上
梛
野
の
名
し
か
見
ら
れ
な
い
の

（
九
）

で
こ
れ
を
梛
野
の
文
と
推
察
す
る
の
で
あ
る
が
、
緒
方
規
雄
は
こ
れ
を
川
上
の
文
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
こ
れ
を
川
上
の
文
と
す
る
か
の
根
拠
は

明
ら
か
で
な
い
が
、
川
上
は
翌
一
八
七
九
年
『
東
京
医
事
新
誌
』
五
一
、
五
二
号
に
「
毒
虫
新
捻
第
二
新
稿
」
を
書
い
て
い
る
。
第
二
と
あ
る

か
ら
前
年
の
文
を
川
上
の
初
回
の
文
と
す
る
論
拠
と
な
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
論
文
に
筆
者
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
重
大
な
手
落
ち
で
あ

る
。
な
お
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
の
ち
に
記
す
。

る
。
な
お

一
‐
沿
革
」

七
月
十
五
日
黒
津
村
二
仮
病
院
ヲ
開
設
シ
、
当
分
ノ
間
長
岡
病
院
梛
野
直
、
中
村
桃
庵
其
治
療
二
従
事
ス
。
同
年
七
月
十
五
日
ヨ
リ
、
以
後

一
週
間
ノ
調
査
事
項
二
就
キ
、
梛
野
直
、
中
村
桃
庵
ヨ
リ
左
ノ
報
告
ア
リ
タ
リ
。

一
八
七
八
年
に
は
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虫
体
採
収
ノ
為
メ
蕊
小
瓶
一
一
「
リ
ス
リ
ン
」
ヲ
容
レ
タ
ル
者
ヲ
各
村
一
一
配
布
シ
置
キ
、
虫
体
ヲ
得
ル
毎
二
之
ヲ
仮
病
院
一
一
送
致
セ
シ
メ
タ

リ
。
然
ル
ニ
ロ
村
農
口
該
病
二
罹
リ
、
自
ラ
細
針
ヲ
以
テ
得
ダ
ル
虫
体
三
個
ヲ
送
り
来
し
り
。
之
ヲ
硝
子
板
上
二
置
キ
肉
眼
ヲ
以
テ
見
レ

バ
、
白
芥
子
二
十
分
ノ
ー
ナ
ル
粉
末
一
一
異
ナ
ラ
ズ
。
其
色
赤
禍
ニ
シ
テ
四
肢
肚
腹
ノ
弁
別
及
ビ
難
シ
。
三
百
倍
ノ
顕
微
鏡
ヲ
以
テ
照
ス
ニ
、

形
楕
円
ニ
シ
テ
一
端
ハ
ロ
ト
モ
見
ル
ベ
ク
、
密
毛
叢
生
シ
、
左
右
各
三
脚
ヲ
有
シ
、
体
脚
共
二
疎
毛
ア
リ
。

河
辺
耕
洲
ヨ
リ
刈
取
り
ダ
ル
青
穂
ヲ
修
理
シ
、
或
〈
秣
草
ヲ
堆
積
ス
ル
ト
キ
ハ
整
サ
ル
ル
コ
ト
最
モ
多
キ
ー
居
ル
。
土
俗
之
ヲ
茅
虫
或
〈
赤

虫
ト
唱
エ
、
括
ト
シ
テ
恐
ル
ル
ノ
色
ナ
シ
云
々
卜
。

同
年
七
月
二
十
六
日
、
川
上
清
哉
黒
津
村
仮
病
院
二
傭
聰
セ
ラ
ル
。

同
年
八
月
中
、
東
京
医
学
部
教
師
ベ
ル
ッ
氏
長
岡
二
出
張
シ
、
三
週
間
ノ
研
窮
ヲ
ナ
シ
タ
リ
。

同
年
九
月
三
日
付
ヲ
以
テ
黒
津
村
仮
病
院
閉
鎖
ノ
旨
達
セ
ラ
レ
…

こ
の
年
に
は
梛
野
は
本
病
の
感
染
源
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
、
最
初
か
ら
グ
リ
セ
リ
ン
を
入
れ
た
容
器
を
各
村
に
配
布
し
た
。
そ
し
て
患
者

か
ら
得
た
小
虫
を
顕
微
鏡
で
見
て
そ
の
形
態
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
し
か
し
本
病
を
媒
介
す
る
ダ
ニ
と
そ
の
ほ
か
に
媒
介
し
な
い
ダ
｜
一
と
が

あ
る
た
め
、
。
ヘ
ル
ツ
も
つ
ぎ
に
述
べ
る
イ
ギ
リ
ス
人
パ
ー
ム
も
本
病
が
こ
の
虫
の
刺
傷
に
よ
る
感
染
と
は
断
定
し
な
か
っ
た
。

二
○
）

こ
の
年
八
月
一
日
か
ら
三
週
間
、
ヘ
ル
ツ
は
患
者
を
診
療
し
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
新
潟
に
い
た
イ
ギ
リ
ス
宣
教
医
・
〈
－
ム
が
一
日
長
岡
の
病

院
を
訪
ね
て
、
仮
病
院
と
な
っ
て
い
た
寺
へ
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
こ
に
「
東
京
の
医
学
校
か
ら
来
た
学
生
が
ド
イ
ツ
人
教
師
に
指
導
さ
れ

て
言
目
①
自
侭
①
。
旨
（
当
番
医
）
に
任
命
さ
れ
て
い
た
」
と
あ
る
の
は
川
上
渭
哉
の
ほ
か
に
小
金
井
良
精
、
外
山
林
助
、
甲
野
斐
ら
で
あ
る
。

パ
ー
ム
は
こ
の
時
の
報
告
を
雑
誌
に
載
せ
て
い
る
。
五
・
ヘ
ー
ジ
の
短
文
で
あ
る
が
、
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
を
英
文
で
報
告
し
た
最
初
の
文
献
で
あ

る
0

パ
ー
ム
の
論
文
に
つ
い
て
簡
単
に
し
る
す
。

目
国
固
○
国
シ
Ｆ
ロ
ン
．
田
シ
Ｆ
旨
）
旨
・
国
．
四
目
ｇ
ｏ
・
旨
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留
日
①
少
。
８
巨
貝
９
秒
ロ
胃
醗
①
・
農
＆
《
《
馨
冒
画
‐
旨
易
冨
》
》
・
曙
《
《
国
画
且
‐
目
い
⑦
ｇ
目
唖
３
め
の
》
》
〉
ご
号
③
ｚ
島
ぐ
鴎
島
憲
冨
員
胃
○
昌
胃
・

』
亘
吻
冨
汗
ぐ
且
》
８
号
胃
８
匡
昌
ｑ
・
四
目
巨
昏
２
．
旨
２
号
唖
９
号
ａ
・
国
９
号
員
瞥
昌
＆
．
］
・
ぐ
。
］
．
侭
．
馬
囹

パ
ー
ム
の
報
告
で
は
こ
の
病
気
は
「
島
虫
病
」
と
な
っ
て
い
る
。
は
じ
め
に
病
気
の
発
生
地
、
患
者
の
症
状
、
経
過
な
ど
を
記
し
て
い
る
。

自
分
で
診
察
し
た
患
者
六
例
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。
こ
の
病
気
は
明
ら
か
に
動
物
毒
の
接
種
に
よ
っ
て
お
こ
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
発
疹

や
リ
ン
パ
節
腫
脹
を
糸
る
点
な
ど
か
ら
梅
毒
に
類
似
す
る
と
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
の
ち
に
八
月
の
あ
る
日
当
直
医
が
ク
モ
の
よ
う
な
虫
を

見
付
け
た
と
言
っ
て
持
っ
て
来
た
が
、
保
存
法
が
わ
る
か
っ
た
た
め
、
そ
の
虫
が
何
か
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
背
目
こ
い
の
８
匡
国
だ
っ
た
か

も
知
れ
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
ベ
ル
ッ
が
す
で
に
東
京
に
帰
っ
た
あ
と
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
パ
ー
ム
は
来
年
の
こ
の
病
気
の
予
防
法
に
つ

パ
ー
ム
が
仮
病
院
を
訪
ね
た
時
、
ゞ
ヘ
ル
ツ
は
こ
こ
で
学
生
と
い
っ
し
ょ
に
患
者
を
診
療
し
て
い
た
。
。
ヘ
ル
ツ
は
こ
の
時
の
報
告
を
川
上
と
連

名
で
「
急
性
伝
染
病
日
本
河
川
熱
あ
る
い
は
洪
水
熱
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。

国
．
国
四
①
］
Ｎ
ご
く
⑦
３
首
Ｑ
自
国
的
国
営
閥
画
乏
四
百
日
時
《
己
四
唖
荷
も
四
］
爵
呂
①
国
匡
協
‐
＆
．
ご
号
⑦
湧
○
言
含
⑦
日
日
巨
口
甥
詩
冨
吋
）
①
旨
①
肖
昌
①
冒
詐
昌
○
易
‐

ず
四
目
客
①
滝
》
．
シ
月
ぽ
く
霞
尉
忌
普
○
盲
唱
ｍ
号
①
シ
口
胃
○
目
①
・
巨
．
砲
ど
の
巨
○
唱
①
ロ
．
富
吋
漣
冒
胃
胃
旨
８
国
昌
国
ｇ
団
西
岸
．
四
届
ご

こ
れ
は
四
八
・
ヘ
ー
ジ
に
わ
た
る
長
文
の
も
の
で
、
。
ヘ
ル
ツ
が
日
本
に
来
て
書
い
た
最
初
の
学
術
報
告
で
あ
る
。
「
ヘ
ル
ツ
の
日
記
』
に
よ
る

（
一
一
）

と
こ
の
原
稿
が
発
送
さ
れ
た
の
は
、
一
年
経
過
し
た
あ
と
の
一
八
七
九
年
九
月
二
十
一
日
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
遅
れ
た
の
か
わ
か
ら
な

い
て
も
述
べ
て
い
る
。

い
0

「
沿
革
」
一
八
七
九
年
に
は

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
ヨ
リ
同
十
一
年
（
一
八
七
八
）
二
至
ル
三
箇
年
間
、
官
費
ヲ
以
テ
古
志
郡
黒
津
村
一
一
臨
時
仮
病
院
ヲ
開
設
シ
、
以

テ
患
者
ノ
治
療
二
従
事
セ
シ
メ
タ
リ
ト
雌
、
本
年
ハ
之
ヲ
廃
シ
単
二
医
員
ヲ
シ
テ
出
張
治
療
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ト
ナ
シ
、
…
是
レ
ー
ハ
前
年
一
一

比
シ
テ
多
少
治
療
法
ノ
進
歩
セ
ル
ト
、
一
〈
仮
病
院
開
設
〈
多
大
ノ
費
用
ヲ
要
ス
ル
ト
｜
一
因
レ
ル
ナ
リ
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と
あ
る
。
従
来
の
治
療
法
で
は
潰
瘍
な
ど
消
毒
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ
タ
鐙
ハ
コ
の
や
に
を
ぬ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ま

で
は
敗
血
症
な
ど
を
お
こ
し
て
不
幸
な
転
帰
を
と
る
者
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
八
八
○
年
に
は
「
長
岡
付
近
ノ
患
者
殆
ン
ド
百
人
二
垂
ン
ト
シ
、
死
亡
僅
カ
ニ
六
、
七
名
一
一
過
ギ
ズ
」
と
な
っ
て
い
る
。

一
八
八
一
年
に
は
梛
野
の
要
請
で
新
潟
医
学
校
山
崎
元
脩
が
県
下
六
郡
へ
病
状
視
察
に
出
張
し
て
い
る
が
一
‐
当
年
〈
別
二
治
療
医
ヲ
傭
上
入

（
一
一
一
）

レ
テ
、
出
張
診
療
二
従
事
セ
シ
メ
ザ
リ
シ
者
ノ
如
シ
」
と
あ
る
。

そ
の
後
一
八
八
二
年
か
ら
一
八
八
九
年
ま
で
「
沿
革
」
に
は
記
録
が
な
い
。
一
八
九
一
年
に

七
月
十
五
日
ヨ
リ
九
月
十
五
日
一
一
至
ル
二
箇
月
間
、
古
志
郡
四
箇
村
二
蒄
虫
病
調
査
所
ヲ
設
ヶ
、
民
家
ヲ
借
リ
テ
之
一
一
充
テ
タ
リ
。
長
岡
町

医
師
川
上
清
哉
ヲ
若
虫
病
原
調
査
委
員
ト
ナ
シ
…

と
あ
り
、
こ
の
時
の
川
上
の
報
告
全
文
は
「
明
治
廿
四
年
（
一
八
九
一
）
調
査
蒄
虫
病
調
査
転
末
害
」
と
し
て
緒
方
規
雄
が
『
東
京
医
事
新
誌
』

七
六
巻
六
号
一
九
五
九
年
六
月
に
載
せ
て
い
る
。

「
沿
革
」
に
よ
る
と
の
ち
に
一
八
九
三
、
四
年
の
二
回
北
里
柴
三
郎
が
本
病
の
病
原
を
調
査
し
た
結
果
、
プ
ラ
ス
モ
ジ
ゥ
ム
で
あ
る
と
し
て

「
若
虫
病
原
調
査
報
告
書
」
を
書
い
た
（
『
東
京
医
学
会
雑
誌
』
九
’
三
、
四
、
一
八
九
五
年
二
月
）

「
沿
革
」
は
九
三
年
で
終
わ
り
、
最
後
に
一
八
八
九
’
一
九
○
三
年
の
累
年
患
者
と
死
亡
者
数
を
付
し
て
い
る
。
患
者
数
一
四
○
一
、
死
者

三
○
七
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
数
は
一
地
方
病
と
し
て
決
し
て
少
な
く
な
い
が
、
医
師
の
診
断
を
受
け
な
い
者
、
ま
た
受
け
て
も
届
出
さ
れ
な

い
患
者
が
多
か
っ
た
ろ
う
か
ら
こ
の
数
を
直
ち
に
実
数
と
は
見
な
し
難
い
と
し
て
い
る
。

北
越
医
学
会
で
は
一
九
○
四
年
に
調
査
委
員
会
を
組
織
し
、
同
年
「
若
虫
病
論
文
第
一
集
」
を
出
し
た
。

つ
ぎ
に
梛
野
、
川
上
ら
の
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
に
関
す
る
論
文
を
見
て
承
る
。

最
初
の
文
は
「
新
験
毒
虫
考
説
」
で
あ
る
。
さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
文
は
本
病
に
関
し
て
日
本
で
最
初
の
近
代
医
学
の
立
場
か
ら
書

か
れ
た
文
献
で
約
十
三
・
ヘ
ー
ジ
か
ら
な
る
。
そ
の
大
要
を
記
す
る
と
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と
あ
っ
て
昔
か
ら
信
じ
ら
れ
た
よ
う
に
感
染
が
ダ
ニ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
ベ
ル
ッ
に
も
パ
ー
ム

に
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
部
に
は
さ
さ
れ
て
も
「
情
ト
シ
テ
恐
ル
ル
ノ
色
ナ
シ
」
と
す
る
者
が
あ
っ
て
発
病
す
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
中
毒
症
状
に
つ
い
て

…
土
人
之
二
蟹
ル
ル
モ
痛
痒
ヲ
覚
エ
ス
。
故
二
其
何
時
ニ
在
テ
然
ル
ヲ
知
ヲ
ス
。
然
し
ト
モ
頸
腺
或
〈
腋
腺
或
〈
鼠
嘆
腺
腫
脹
シ
、
之
ヲ
接

シ
テ
痛
楚
ヲ
覚
フ
。
因
テ
全
身
ヲ
検
索
ス
レ
ハ
疹
痛
ア
ル
水
脈
腺
ノ
近
傍
二
於
テ
ー
箇
或
ハ
ニ
箇
笑
点
状
ノ
局
所
乾
壊
疽
或
〈
結
塊
若
ク
ハ

水
泡
性
ノ
表
皮
剥
脱
等
ア
リ
。
是
二
於
テ
土
人
初
テ
此
虫
二
蟹
レ
タ
ル
ト
ナ
シ
、
…
医
師
二
託
シ
テ
治
ヲ
乞
う
。
此
時
二
方
テ
ハ
患
者
身
体

倦
怠
、
悪
風
、
発
熱
、
食
気
減
乏
等
ノ
諸
症
ア
リ
。
是
し
猿
毒
二
罹
ル
ノ
初
徴
ト
ス
。
然
シ
テ
整
レ
タ
ル
局
所
〈
大
概
体
中
表
皮
ノ
最
モ
軟

キ
部
処
ニ
シ
テ
陰
部
或
〈
睾
丸
或
〈
睾
丸
二
近
接
シ
タ
ル
大
腿
部
ノ
内
面
或
〈
唇
部
或
ハ
腋
部
若
シ
ク
ハ
腋
胸
部
ヲ
多
シ
ト
ス
。
其
手
足
ヲ

整
レ
タ
ル
者
〈
未
タ
曽
テ
之
ヲ
間
カ
ス
。
蟹
ロ
ノ
局
所
〈
小
豆
大
ノ
乾
壊
疽
ニ
シ
テ
其
色
黒
ク
、
周
囲
倣
衝
、
硬
結
、
壊
疽
性
ノ
黒
痂
ヲ
剥

離
ス
ル
ト
キ
ハ
円
ク
シ
テ
底
面
薄
キ
白
膜
ヲ
被
り
、
周
囲
ノ
組
織
淫
浸
セ
ラ
レ
タ
ル
潰
瘍
ヲ
見
ル
。
之
ヲ
尋
常
普
通
ノ
整
口
ト
ス
。
…

つ
ぎ
に
「
病
屍
剖
検
」
が
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
「
肝
臓
〈
微
黄
色
ニ
シ
テ
一
目
其
脂
化
セ
ル
ヲ
見
ル
ヘ
シ
。
之
ヲ
裁
断
ス
レ
ハ
愈

々
明
カ
ニ
知
ル
ヲ
得
タ
リ
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
脂
肪
肝
の
所
見
で
、
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
病
変
が
お
こ
る
こ
と
に
は
ベ
ル

土
俗
ノ
言
ニ
ョ
レ
↓
〈
此
病
〈
所
謂
蒜
ノ
虫
或
〈
島
虫
ト
唱
フ
ル
者
二
醤
レ
テ
発
シ

と
し
て
そ
の
発
生
地
、
発
病
者
に
つ
い
て
述
べ
、

夫
レ
赤
虫
ト
唱
フ
ル
者
〈
極
メ
テ
微
細
一
一
シ
テ
肉
眼
僅
二
能
ク
認
ム
可
シ
◎
乃
ハ
チ
顕
微
鏡
ヲ
以
テ
之
ヲ
照
ス
二
、
本
ト
是
レ
蜘
蛛
ノ
ー
種

族
ニ
シ
テ
其
形
折
癬
虫
ノ
如
シ
。
体
二
八
足
ア
リ
。
前
一
対
足
ノ
指
端
〈
鉤
状
ヲ
ナ
シ
、
後
三
対
〈
尽
ク
爪
ヲ
具
フ
。
全
体
ノ
細
毛
〈
其
色

黄
ナ
リ
。
蓋
シ
赤
虫
ト
唱
フ
ル
所
以
〈
人
ノ
皮
層
ヲ
鑛
嘘
シ
テ
血
ヲ
吸
フ
ャ
、
其
色
ノ
赤
キ
、
肉
眼
漸
ク
視
ル
可
キ
カ
故
ナ
リ
。
．
：
予
顕
微

鏡
下
二
就
テ
之
ヲ
視
ル
’
一
、
此
子
虫
ヨ
リ
子
虫
ノ
発
生
毒
動
ス
ル
ヲ
認
メ
タ
リ
。
後
一
二
日
ヲ
経
テ
再
検
ス
ル
ニ
巳
二
四
足
ヲ
具
ヘ
ル
小
虫
二

変
シ
タ
リ
。
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「
沿
革
」
に
染
る
よ
う
に
一
八
七
九
年
以
後
は
仮
病
院
は
開
設
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
の
年
ベ
ル
ッ
の
研
究
発
表
前
に
、
梛
野
と
川
上
は
そ

れ
ぞ
れ
報
告
を
書
い
て
い
る
。
梛
野
は
「
若
虫
研
究
病
院
報
告
摘
要
」
（
『
東
京
医
事
新
誌
』
四
四
号
、
一
八
七
九
・
一
。
二
五
）
、
川
上
は
「
毒

虫
新
抜
第
二
新
稿
」
（
同
誌
五
一
１
五
二
号
、
同
三
、
一
五
’
二
五
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
ベ
ル
ッ
と
診
療
を
と
も
に
し
た
上
で
書
い
た
も
の

で
、
。
ヘ
ル
ツ
の
考
え
を
と
り
い
れ
、
究
極
に
は
本
病
の
原
因
を
ミ
ァ
ス
マ
と
し
て
い
る
。

病
理
症
候
二
於
テ
ハ
去
年
既
二
之
ヲ
詳
悉
ス
ル
ガ
如
キ
モ
原
因
、
鑑
識
、
治
法
一
一
就
テ
大
二
改
正
ス
ヘ
キ
ノ
端
緒
ヲ
ベ
ル
ッ
氏
ヨ
リ
得
タ

リ
。
・
・
・
欧
米
諸
国
二
於
テ
未
タ
誉
テ
見
聞
セ
サ
ル
一
種
特
別
ノ
徴
候
ヲ
備
ヘ
タ
ル
熱
病
ナ
レ
ハ
仮
リ
ニ
之
ヲ
洪
水
熱
或
〈
水
損
熱
ト
称
ス
ヘ

キ
カ
。
是
し
改
正
シ
テ
後
来
研
究
ノ
目
途
ヲ
拡
充
ス
ヘ
キ
所
以
ナ
リ
。

と
あ
り
、
従
来
病
原
と
考
え
ら
れ
て
い
た
蒜
ノ
虫
、
島
虫
あ
る
い
は
赤
虫
と
い
わ
れ
る
虫
が
そ
う
で
な
い
と
す
れ
ば
、
病
名
に
は
洪
水
が
関
係

す
る
と
し
て
ベ
ル
ッ
に
従
っ
て
洪
水
熱
と
称
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
従
来
病
原
と
考
え
た
虫
に
つ
い
て
は

赤
白
二
種
ノ
虫
体
ヲ
検
ス
ル
ニ
有
毒
劇
害
ノ
者
ナ
ラ
ス
。
整
毒
ニ
ァ
ラ
ス
。
赤
虫
ト
唱
フ
ル
者
浦
佐
ヨ
リ
黒
津
マ
テ
各
村
ニ
テ
採
獲
シ
来
ル

者
数
十
個
ア
リ
、
皆
同
一
族
一
一
シ
テ
白
芥
子
二
十
分
一
ノ
大
サ
ナ
リ
。
之
ヲ
顕
微
鏡
下
二
照
ス
ニ
一
種
ノ
「
ミ
ル
ベ
」
「
ア
ヵ
リ
デ
ー
」
蜘

蛛
族
一
一
属
ス
。
形
チ
折
癬
虫
ノ
如
ク
六
足
ナ
リ
。
之
二
反
シ
テ
白
虫
ナ
ラ
ン
ト
想
像
セ
シ
モ
ノ
ハ
八
足
ニ
シ
テ
黒
津
病
院
机
上
或
〈
庭
叢
中

一
一
群
居
ス
ル
無
害
ノ
「
ミ
ル
ベ
」
ナ
リ
。

と
病
原
を
決
定
で
き
ず
、
．
種
ノ
潭
痩
気
ト
看
倣
ス
」
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

緒
方
規
雄
は
こ
の
論
文
に
つ
き
「
臨
走

て
も
過
言
で
は
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。

シ
は
疑
問
を
抱
い
た
。
こ
こ
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
二
人
と
も
酒
飲
桑
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
経
過
を
述
べ
、
潜
伏
期
、
発
毒
期
、
増
温
期
、
自
治
期
と
し
て
い
る
。
治
療
に
つ
い
て
は
特
記
す
べ
き
こ
と
は
な
い
。

緒
方
規
雄
は
こ
の
論
文
に
つ
き
「
臨
床
方
面
の
記
載
は
全
く
完
壁
の
も
の
で
、
現
代
に
於
て
は
之
れ
に
追
加
補
充
す
る
何
物
も
無
い
と
云
ふ

梛
野
の
文
に
は
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川
上
の
「
毒
虫
新
撤
第
二
新
稿
」
も
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
、
「
数
十
年
来
此
病
ノ
原
因
ハ
ー
ニ
毒
虫
ノ
刺
整
二
因
ル
者
ナ
リ
ト
妄
信
セ
リ
。

然
し
ト
モ
我
輩
精
細
二
之
ヲ
探
審
ス
ル
ニ
豪
モ
毒
虫
二
帰
ス
可
キ
ノ
証
ヲ
発
見
ス
ル
能
ハ
ズ
」
と
病
因
が
虫
の
刺
傷
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と

を
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
は
ベ
ル
ッ
の
意
見
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
九
）

緒
方
規
雄
は
ベ
ル
ッ
の
ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
関
す
る
論
文
を
川
上
の
論
文
の
独
訳
に
過
ぎ
な
い
と
く
り
か
え
し
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
知
ら
れ

な
か
っ
た
こ
の
病
気
を
公
表
す
る
の
に
す
で
に
発
表
さ
れ
た
他
人
の
論
文
を
た
だ
ド
イ
ツ
文
に
翻
訳
す
る
と
い
う
よ
う
な
非
道
を
ベ
ル
ッ
が
す

る
で
あ
ろ
う
か
。
緒
方
は
「
川
上
清
哉
氏
の
遺
稿
」
で
「
新
捻
毒
虫
考
説
」
を
あ
げ
て
い
る
が
「
本
病
を
洪
水
熱
と
ま
で
命
名
し
て
あ
る
」
と

言
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
新
捻
毒
虫
考
説
」
に
は
洪
水
熱
と
い
う
名
は
載
っ
て
い
な
い
。
洪
水
熱
の
名
は
ベ
ル
ッ
と
と
も
に
三
週
間
の
診
療
を

経
験
し
て
、
そ
の
翌
年
に
雑
誌
に
掲
載
し
た
「
毒
虫
新
捻
第
二
新
稿
」
の
中
に
見
ら
れ
る
病
名
で
、
罵
胃
言
ミ
ミ
ミ
震
愚
帯
冒
の
和
訳
で
あ
る
。

順
逆
を
取
り
違
え
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
「
第
二
新
稿
」
の
初
め
に
「
此
疾
病
タ
ル
ヤ
欧
洲
諸
邦
二
於
テ
未
タ
曽
テ
見
聞
セ
サ

ル
所
ノ
ー
種
ノ
熱
病
」
と
断
定
し
て
い
る
が
、
当
時
の
日
本
の
医
学
界
で
こ
の
よ
う
な
断
定
を
く
だ
す
だ
け
の
文
献
の
渉
猟
が
可
能
で
あ
っ
た

か
。
ま
た
鑑
別
診
断
に
脾
脱
疽
を
あ
げ
て
い
る
が
、
日
本
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
脾
脱
疽
を
川
上
が
あ
げ
る
は
ず
は
な
く
、
ベ
ル
ッ
に
従
っ
た
と

し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
梛
野
の
文
に
は
等
ヘ
ル
ツ
の
名
を
掲
げ
て
い
る
が
、
川
上
の
文
に
は
ベ
ル
ッ
の
名
は
ど
こ
に
も
見
ら
れ
な
い
。

、
ヘ
ル
ツ
の
文
が
川
上
か
ら
大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
本
病
の
存
在
を
知
っ
た
の
も
川
上
に
教
え
ら
れ
、
新
潟
に
出
張

し
た
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
川
上
と
の
共
著
と
な
っ
て
い
る
。

ベ
ル
ッ
の
文
の
抄
訳
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
が
、
四
八
。
ヘ
ー
ジ
の
長
文
で
、
さ
き
の
．
ハ
ー
ム
の
簡
単
な
紹
介
は
あ
っ
た
が
、
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病

を
精
細
に
記
録
し
て
世
界
に
発
表
し
た
文
献
で
、
、
ヘ
ル
ツ
が
日
本
に
来
て
書
い
た
最
初
の
論
文
で
あ
る
。

本
病
が
虫
の
さ
し
傷
に
よ
る
も
の
で
な
い
と
す
る
見
地
か
ら
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
あ
る
い
は
シ
マ
ム
シ
病
な
ど
の
名
を
廃
し
、
国
屋
寓
‐
員
．
罵
胃
‐

§
ｇ
蝿
ミ
ミ
置
侭
急
§
『
の
名
を
用
い
た
の
で
あ
る
が
、
初
め
に
は
国
員
Ｑ
静
》
弓
の
名
を
用
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
川
上
の
「
毒
虫
新
抜
第
二
新

稿
」
に
も
載
り
、
『
中
外
医
事
新
報
』
三
四
号
に
は
溥
ミ
匂
昏
ご
貫
誉
と
称
し
て
い
る
。
「
河
川
熱
」
の
意
に
変
わ
り
は
な
い
。
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病
理
解
剖
は
み
ず
か
ら
は
し
て
い
な
い
と
こ
と
わ
り
、
川
上
の
二
剖
検
例
所
見
を
そ
の
ま
ま
載
せ
て
い
る
が
、
罹
患
リ
ン
パ
節
の
顕
微
鏡
検

査
の
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
が
っ
て
い
る
。
脂
肪
肝
が
二
例
と
も
に
見
ら
れ
た
こ
と
を
疑
問
と
し
、
二
人
が
酒
飲
拳
だ
っ
た
こ
と
を
明

い
る
が
、
・
こ
（

見
ら
れ
な
い
。

神
経
症
状
の
と
こ
ろ
で
「
河
川
熱
で
は
無
感
動
と
理
解
の
困
難
は
た
だ
外
見
だ
け
で
、
患
者
に
難
聴
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
患
者
に
こ
と
ば

を
理
解
で
き
る
よ
う
大
声
で
話
し
か
け
れ
ば
適
確
な
応
答
を
し
、
腸
チ
フ
ス
の
時
の
よ
う
に
長
く
考
え
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
」
と
言
っ
て

い
る
が
、
，
こ
の
あ
た
り
ベ
ル
ッ
の
臨
床
家
と
し
て
の
観
察
の
こ
ま
か
さ
が
う
か
が
え
る
。
発
疹
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
述
も
川
上
の
記
録
に
は

ら
か
に
し
た
。

と
い
う
う
わ
さ
が
流
れ
て
い
た
ら
し
い
。

ベ
ル
ッ
が
本
病
の
原
因
が
ダ
ニ
の
さ
し
傷
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
た
の
は
惜
し
ま
れ
る
が
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て

わ
れ
わ
れ
は
き
ず
口
の
中
や
近
く
に
ダ
ニ
を
見
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。

わ
れ
わ
れ
が
観
察
し
た
す
べ
て
の
例
で
皮
層
の
壊
死
が
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
に
関
係
し
て
潰
瘍
が
あ
る
が
全
然
痛
み
も
な
く
、
患
者
が
知
ら

な
い
の
に
で
き
て
い
る
。
い
つ
も
初
め
て
熱
が
出
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
し
て
リ
ン
・
〈
節
の
痛
み
は
れ
に
よ
っ
て
虫
を
疑
う
よ
う
に
な
り
、
皮

層
の
患
部
が
求
め
ら
れ
る
。
有
害
の
ダ
ニ
が
か
ん
だ
り
さ
し
た
り
し
て
も
損
傷
部
に
自
覚
症
状
が
何
も
お
こ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
そ

川
上
は
仕
事
中
に
皮
層
か
ら
痂
皮
を
は
が
し
て
い
る
時
、
か
れ
の
指
を
白
い
小
さ
な
点
が
上
の
方
へ
動
く
の
を
見
つ
け
、
顕
微
鏡
で
見
た
と

こ
ろ
、
脚
が
八
本
あ
っ
て
ア
カ
ム
シ
よ
り
は
る
か
に
大
き
い
の
を
見
て
、
か
れ
は
こ
の
も
の
と
病
気
の
原
因
と
を
関
係
づ
け
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
わ
た
し
は
こ
の
虫
を
机
の
上
に
も
椅
子
の
上
に
も
見
つ
け
た
が
、
わ
れ
わ
れ
や
ほ
か
の
住
民
は
誰
も
病
気
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、

こ
の
考
え
は
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

う
に
な
く

こ
の
報
告
の
中
で
患
者
が
外
国
人
の
診
療
を
受
け
る
こ
と
を
い
や
が
る
理
由
に
洋
薬
の
強
い
作
用
の
ほ
か
に
、
死
亡
し
た
場
合
解
剖
さ
れ
る
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と
し
て
つ
い
に
ミ
ァ
ス
マ
に
よ
る
と
結
論
し
た
が
、
「
こ
の
問
題
は
充
分
に
解
決
さ
れ
て
は
い
な
い
。
わ
た
し
は
八
例
血
液
を
調
べ
る
こ
と
が

で
き
た
（
診
療
に
際
し
て
観
察
し
た
患
者
は
二
五
人
）
だ
け
で
、
そ
れ
に
用
い
た
拡
大
（
六
○
○
倍
）
で
は
多
分
ま
だ
強
い
と
は
言
え
な
い
か

ら
だ
」
と
こ
と
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
観
察
が
三
週
間
と
い
う
短
い
期
間
だ
っ
た
こ
と
も
不
充
分
と
い
え
よ
う
。

ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
に
つ
い
て
は
そ
の
後
田
中
敬
助
は
雄
物
川
そ
の
他
の
流
域
で
研
究
し
、
さ
ら
に
太
平
洋
戦
争
中
東
南
ア
ジ
ア
、
南
太
平
洋
諸

（
一
室
一
）

島
で
連
合
軍
お
よ
び
日
本
軍
の
中
に
多
く
の
患
者
が
発
生
し
、
本
病
の
研
究
も
い
ち
じ
る
し
く
進
ん
だ
。

本
稿
は
一
九
八
六
年
十
一
月
十
一
日
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
で
の
発
表
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
藤
野
恒
三
郎
教
授
、
蒲
原
宏

博
士
な
ら
び
に
新
潟
大
学
法
医
学
教
室
の
小
関
恒
雄
氏
に
御
礼
申
し
あ
げ
る
。
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一
）
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ミ
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ロ
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コ
ピ
ア
』
前
掲
。

「
沿
革
」
八
月
十
六
日
の
記
事
を
さ
す
。

「
日
本
志
虫
病
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十
七
年
史
」
『
東
京
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事
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』
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一
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頁
、
一
九
五
三
年
十
月
。
「
日
本
惹
虫
病
研
究
の
先
鞭
者
た
る
川
上
清
哉
氏
の
遺

稿
」
『
同
誌
一
七
六
’
六
頁
、
一
九
五
九
年
六
月
。
「
ベ
ル
ッ
と
若
虫
病
」
『
週
刊
医
学
通
信
』
一
九
六
○
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学
医
学
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集
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編
『
ミ
ク
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ス
コ
ピ
ア
』
一
’
四
頁
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一
九
八
四
年
。

立
川
昭
二
『
近
世
病
草
紙
』
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
。

長
与
又
郎
ほ
か
「
組
織
培
養
法
を
応
用
せ
る
惹
虫
病
病
原
体
リ
ッ
ヶ
ッ
チ
ァ
・
オ
リ
エ
ン
タ
ー
リ
ス
の
培
養
に
就
て
」
（
独
文
）
『
日
本
病
理
学
会

会
誌
』
二
一
巻
、
一
九
三
一
年
。

小
林
清
之
進
は
北
越
医
学
会
会
員
で
「
職
ヲ
県
一
一
奉
ズ
ル
」
と
あ
る
。
『
北
越
医
学
会
会
報
』
一
四
四
号
、
一
九
○
四
年
十
二
月
。

ヘ
ー
デ
ン
く
い
昌
烏
吋
国
①
乱
⑦
目
（
昴
虐
ｌ
己
蒲
原
宏
「
医
学
近
代
化
と
外
人
た
ち
７
」
『
臨
床
科
学
』
一
二
’
二
頁
、
一
九
八
五
年
。

『
ベ
ル
ッ
の
日
記
』
岩
波
文
庫
一
九
七
九
年
版
（
上
）
四
五
頁
。

「
ミ
ク
ロ
ス
コ
ピ
ァ
』
前
掲
。
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E.BaelzandTsutSugamushi-diSease

HiroshiYASUI （
ト
。
Ｈ
）

Tsutsugamushi-diseasewasreportedonthelowerreachesoftheShinano-andotherriversthat

emptyintotheSeaofJapan.Thisdiseaseattackedthelocalpeoplewhoworkedintheflrmswhere

streamscarriedearthandsand・ItwasbelievedthatthebiteofTsutsugamushi,oneofticksbrought

bythestreams,carriedthisdisease.Dr・NaginoandKawakami,wholivedinNagaoka,examined

patientsandreportedthisdiseaseintheZ~b"0-”""s"in1877-1878.Thisreportwasthefirstin

Japaneseonthisdisease･Inl878BaelzwenttoNagaokawithsomestudentsandexaminedpatients,

studyingthisdiseasefbrthreeweeks･Onedayduringthisperiod,TheobaldA.Palm,anEnglish

missionarydoctorlivinginNiigata,visitedNagaoka.Hetooexaminedsomepatients,andfbundBaelz

studying.PalmreportedthismatterintheEdinburghMed.JournalVol.24,1878asfbllows:Some

AccountsofaDiseasecalled{:Shimamushi''or"IslandlnsectDisease"bytheNativesofJapan.Itwas

thefirstreportonthisdiseasewritteninEnglish.Baelz'sreportwaspresentedoneyearlater・He

嗣
守
函



refhtedtheideaofinftctionbyacarid,becausemanytickswerefbundintheareabuttheycausedno
harm.BaelzdecidedthatthegermwasMiasma,sohenamedthediseaseGGFluss-od.Ueberschwem-

mungsfieber(River-orFIoodfbver")．AsBaelz'sworkowedmuchtoNaginoandKawakami，thename

ofauthorsissigned,E.BaelzinVerbindungmitKawakami.Thetitleis"DasjapanischeFluss-od.

Ueberschwemmungs6eber,eineacutelnfbctionskrankheit''(ArchivfpathologischeAnatomieu.Physiologie
u.fklin.Medicin.Bd.78Heft31879)andis48Pageslong.Heobserved25patients,butexamined

thebloodofonly8ofthem,sincetheenlargementofthemicroscopewasinsufIicient,andhisstayof

3weekswastooshortfbrafilllinvestigation.Sohesaidthisproblemwasnotyetsolved.In1931,
50yearslater,thegermwasprovedtobeRickettsiaorientalisbyM・Nagayoandothers.
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